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本研究では2008年から17年までの10年間に発表された景観研究論文を対象に，研究目的別の系譜図を作

成した．さらに先行研究の成果を踏まえ，作成した系譜図に対する考察から，景観研究の動向と今後の課

題について検討した．その結果，景観研究論文として484編が選出され，35の研究視点による目的別研究

系譜図が導出された．さらにそれら系譜ごとの考察を行ったうえで，景観研究の動向と今後の課題として

1）自然的・文化的風景を巡る保全論の再提起や，2）防災と景観を両立させる思想論・方法論の検討，3）
質の向上を図る制度推進に有効なデザイン手法の提示について考察がなされた． 
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1. はじめに 

 

景観法の公布から約 15 年が経過した．この間，各種

社会基盤施設や町並みの整備において，景観保全に向け

た計画や規制，具体的な事業が法的根拠を持ちつつ進展

し，「景観に配慮すること」が社会通念として理解され

る時代に到達したものといえる．しかし，その一方で景

観計画の実効性や景観施策を推進していくうえでの様々

な課題も指摘されている．我が国では 2011 年に東日本

大震災，2016年には熊本地震が発生し，度重なる豪雨等

による浸水被害も頻発している．また人口減少の深刻化

や地方都市の衰退など，社会的な課題も山積している状

況にある．景観研究の分野においてもこうした我が国の

課題や状況の変化にいかに対応していくべきか，さらに

は貢献すべき研究の展開や方向性について論じられる必

要がある．これに対し筆者らは 1960～98 年，続く 1998

～2007年を対象に，それら期間ごとの景観研究の系譜図

を作成し，その動向について考察を行っている 1), 2)．こ

れら 2007 年以前と合わせ，近年までの研究動向を比較

検討することは，前述した社会的状況変化に伴う景観研

究の動向をより経年的に整理でき，有益な知見になるも

のと考えられる．一方，造園学分野の成果として，近年

までの風景論研究の動向が整理されているものの 3)，対

象とする空間的範囲は原生自然や農村までとし，国立公

園や自然公園に対する論考が主であること，また土木系

景観研究については触れられていない． 

本研究では，以上の問題意識や既存研究の状況を踏ま

え，前述した先行研究1), 2)の継続研究として，2008～17年

までの 10 年間に発表された景観研究論文の目的別研究

系譜図を作成する．さらに上記先行研究の成果を参照し

つつ，各系譜図の動向と今後に向けた研究課題について

考察する． 

 

 

2. 研究手順 

 

(1) 対象研究の選定と内容の整理 

系譜図の作成に当たり，2008～17年までに発表された

主要な審査付き論文として，土木学会論文集 D，土木計

画学研究・論文集(土木学会論文集 D3)，日本建築学会計

画系論文集，日本都市計画学会学術研究論文集，日本造

園学会「ランドスケープ研究」，日本造園学会「ランド

スケープ研究(オンライン論文集)」を選定し，その中か

らタイトルのキーワード検索によって景観研究論文を抽
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出した．検索のキーワードは経年的考察や連続的な傾向

の把握を企図し，先行研究 1), 2)と同じ「景観，風景，タ

ウンスケープ，空間把握，スカイライン，眺望，視覚，

視空間，都市デザイン，空間デザイン，デザインガイド

ライン，伝統的保存，保存地区，保存行政」の計 14 を

設定した．次に検索によって抽出された研究内容を精査

し，視覚障がい者の空間認知といった障がい福祉に関す

る研究等を除外した．これらの抽出結果と土木学会・景

観・デザイン研究論文集，土木学会論文集 D1 の全掲載

論文をあわせ，計 484編の論文を選出し，対象論文とし

た． 

 系譜図の作成方法においては，選出された論文を精読

し，一次整理として「背景・目的」「対象景観」「分析

方法」「結論」「課題」「参考文献（本研究では研究目

的に着目した系譜と経年的推移の把握を主眼としている

ため，主に研究の背景に記述された研究意義，方向性，

着眼点等に直接影響を及ぼしたとされる文献を抽出し，

関連・類似した既存研究の概観等については除外してい

る）」に加え，参考文献で示されている研究の位置づけ

や結論として得られた知見からの「発展面・相違点」，

以上 7項目に基づき，研究内容を整理した． 

  

(2) 分類と系譜図の導出 

本研究では前述した一次整理に加えて，先行研究との

継続的かつ経年的な研究動向の把握を目的とし，同先行

研究で得られた 34 の研究視点を基に，上記 484 論文の

分類を試みた．なおこれらの研究視点は前述した項目

「背景・目的」の整理内容に対する KJ 法を用いた分類

から得られている．前述した既存研究 3)では，国立公園

等の自然的領域を中心に景観研究の収集と整理がなされ

ているのに対し，本研究では研究目的に基づく論文の整

理によって，研究毎の対象領域や分析手法，成果等の特

徴を比較考察する狙いがある．また「背景・目的」に着

目した理由は，系統的な研究動向を最も反映させている

こと，研究者が持つ問題意識を浮かび上がらせることで

景観に対する論点を明確に出来ると考えたためである．

また本研究における上記 484論文の分類を行うなかで，

研究目的として明記されるとともに論文数の増加が認め

られた「文化的景観の保存」が 35 番目の研究視点とし

て抽出された．結果的に表-1 に示す 35 の研究視点毎に

系譜図を導出し，先行研究と同様に「結論」「参考文献」

「発展面・相違点」の内容から特徴的な傾向や動向につ

いて考察を行った． 

 

 

3. 目的別研究系譜図の導出と研究動向 

 

(1) 選出論文数の推移と分類 

選出された景観研究について論文数の推移を図-1に示

す（ここでは研究動向を明確化するため，先行研究1) 2)よ

り1960年からの論文数推移の結果を加えている）．先行

研究から90年代は景観研究の拡充期とされ，99年にピー

ク(全論文数56編)を示した後，00～05年までの6年間では

39～46編程の安定した発表が行われ，07年には60編を越

え，10年には73編にまで達していることがわかる．しか

し，11年からの論文数は減少傾向にあり，17年には33編

の研究数となっている． 

次に学会ごとの論文数の推移を図-2に示す．これより 

 

図-1 選出論文数の推移 
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図-2 学会ごとの論文数の推移 
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表-1 研究視点 

1.景観素材・資源の管理利用 19.景観・風景の概念追求

2.自然景観への影響把握 20.多面的景観論の提示

3.景観保護の意味を明示 21.変動要因の影響把握

4.歴史的景観の保存 22.変遷景観の特性把握

5.制度の運用に対する評価・有効性の把握 23.歴史的名所の景観特性の把握

6.動向．現状の把握 24.設計・計画思想史の解明

7.事業効果の把握 25.植生景観の史的解明

8.評価軸の検討と方法論の確立 26.イメージ・認識構造の把握

9.属性による評価への影響・把握 27.原風景・心象風景の把握・応用

10.「住民」を中心とした計画づくり 28.シミュレーションシステムの開発

11.日常スケールでの計画づくり 29.視覚的効果・影響の測定

12.合意形成手法の検討 30.色彩の調和

13.調査手法における安定性の検討 31.眺望を確保した計画づくり

14.空間構造の把握 32.シークエンス景観特性の把握

15.地方固有要素の構造解明 33.テクスチュアの応用

16.景観構成要素と全体評価との関連性の把握 34.視覚認知特性の解明

17.景観類型の抽出 35.文化的景観の保存

18.有効なデザイン手法の提示
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都市計画・造園・建築分野では，過去20年以上に渡り，

年間平均10編以上の安定した発表がなされ，94年～01年

までの8年間では，都市計画と建築における増減の年変

動がほぼ逆になっている動向が得られた．これに対し，

08年からの10年間では，都市計画と建築の論文数変動は

おおよそ類似し，11年以降は建築と造園学分野の論文数

変動が相反している傾向が看取された．景観研究拡充期

の90年代は都市計画と建築学会に重複所属する景観研究

者が多く，08年以降では建築と造園学の重複所属の多い

可能性が指摘できうる．またそうした景観研究者が研究

対象に合わせて投稿学会を選択していることや景観研究

の成果が発表されるまでに2年ほどの期間がかかってい

る可能性も推察される．また11年には全分野の論文が揃

って減少に転じているが，東日本大震災の影響や景観・

デザイン論文集の土木学会論文集D1(景観・デザイン)分

冊（随時投稿可）への移行も一要因として考えられる．  

 

(2) 系譜図にみる景観研究の変遷 

 ここでは導出された35研究視点ごとの研究系譜図をも

とに，その動向について述べる．また特徴的な動向とし

て，表-1に示した研究視点の1, 4～6, 35を含む a)自然的景

観，歴史的景観保全に対する制度的現状，同様にb)景観

整備に関わる事業効果と合意形成(7, 10, 12, 28)，c)景観変

容と評価手法の検討(8, 9, 21, 22, 24, 25)，d)景観設計に資す

る方法論の記録と視覚的景観論(11, 15, 16, 18, 23, 27, 29～32,

 34)，e)景観に対する認識ならびに多面的評価とその手

法論(13, 20, 26, 33)の5つの括りを示し，以下詳述する． 

a) 自然的,歴史的景観保全に対する制度的現状の把握 

まず [景観素材・資源の管理利用]研究は，ここ 10年

ほぼ連続して行われており，樹林地や農地，生垣を対象

とした論文が複数見られる．16 年には地域資産として

の棚田・段畑の保全を念頭に，石積み技術の継承を論じ

た研究が見受けられる 4)（図-3）．これらの研究には 08

年以前と同様に，景観資源の維持管理に対する人的財政

的困難さ，生態系保全に向けた役割等が課題として掲げ

られ，継続性のある研究テーマといえる．一方，より暮

らしや生業との関連性から景観保全を論じる[文化的景

観の保存]研究が，ここ 10年の確立した研究視点として

抽出された（図-3）．論文数も38編が該当し，伝統的な

集落や河川，水路などが主な対象となるなか，中山間地

域の茶園景観に関する研究 5)やアンデス 6)，イタリア 7)と

いった海外事例，さらに 17 年には四万十川の文化的景

観保全に向けた大規模太陽光発電施設計画の対応につい

ても考察がなされている 8)．対象とする文化的景観自体

の形成要因を分析し，保全に向けた示唆を行う研究が主

であるなか，12 年以降は保全を巡る人的な活動，仕組

み，影響等について論じる研究が多くなってきている．

これに対し 98～07 年では特に建築分野において一定数

の研究がみられた[歴史的景観の保存]が今期も 21 編抽

出されている（図-3）．これまでと同様に伝統的な集落

や建造物群の景観を対象とするものが多いなか，京都北

山の山容景観 9)や庭園の樹林景観 10)など，自然地に対す

る論考もみられる． 

また主に景観行政に対する「動向・現状の把握」研究

がほぼ毎年行われており，伝建地区 11)や景観計画運用に

かかわる報告，課題等の整理が行われている 12)．一方，

類似する研究視点として［制度の運用に対する評価・有

効性の把握］も 53 編抽出され，08～12 年までは，ほぼ

すべての研究で景観法の運用課題や可能性についての言

及がなされている（図-4）．一方，12 年以降では景観法

の運用実態や限界を明確化したうえで，課題解決に資す

る事例検証型の研究が増加している 13)．そのほか景観を

巡る政策と自治基盤の再構築の関係性を明らかにしたも

の 14)やイタリアのウルバーニ法典に着目し，景観の定義

や許認可等の観点から，従来のガラッソ法における景観

計画との違いについて明らかにしたもの 15)等が見受けら

れた． 

b) 景観整備に関わる事業効果と合意形成 

次に景観整備に関連した［事業効果の把握］研究も行

われ，特定エリアの具体的な整備事業を対象とする他，

都市デザイン教育 16)や景観デザイン審査 17)，アートプロ

ジェクト 18)など，人的なソフト事業の成果について論じ

たものが散見される（図-4）．また把握しにくい景観整

備効果の発現傾向をプロセスモデルに基づく分析によっ

て検証した研究もみられた 19)．また景観形成の経済効果

を基に景観整備方策の提案を行った研究 20)やグリーンイ

ンフラの概念に基づく浸透性街路空間デザインの効果に

ついて，都市水害対策となる流出抑制の観点から明らか

にした研究等 21)が見受けられる．先行研究 1), 2)より 90～

98年に 10編，98～07年では 12編が該当した［事業効果

の把握］研究は，ここ 10年間で 27編と増え，具体的な

プロジェクトを対象とした事例検証型景観研究の定着が

挙げられる． 

まちづくりにおける住民参加が一般化したなか，［合

意形成手法の検討］や［「住民」を中心とした計画づく

り］に関する研究も散見され，建築系研究者による論考

が比較的多い（図-4）．従来からの策定プロセスに対す

るケーススタディ 22)に加え，クラウド型の VRシステム

の有用性について論じた研究 23)など，情報共有技術の進

歩も見受けられる．一方，東日本大震災後の気仙沼市内

湾地区における防波堤計画の合意形成プロセスについて

検証した研究もみられる 24)．また上記インターネットの

普及やコンピュータ性能の向上と相まって［シミュレー

ション・システムの開発］研究も継続的に行われており， 
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図-3 研究系譜図(景観素材・資源の管理利用，景観保護の意味を明示，文化的景観の保存など) 
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ダオブ島アイライ集落を事例に -

10T　飛田・嶋村：関宿重要

伝統的建造物群保存地区における

修理修景事業に対する行政支援

-専門職員が継続的に建物調査・

設計から施工まで一貫して

支援する三重県亀山市の場合 -

11Z　相田：岐阜県恵那市坂折棚田

における文化的景観の保全活動史

12K　天満・菊地：隈上川流域

の棚田景観と水利システム

12K　ファティマ・神吉：インド

ネシア・ボロブドゥール区に

おけるルーラル・ツーリズム・

イニシアチブの評価

13K　鳥海・斎藤ら：フラ

ンスに於けるワイン用葡萄

畑の景観保全に関する研究

13K　土久・磯野ら：歴史的

景観保全を目的とした絶対

高さ型高度地区に関する研究

13T　清野：イタリア共和国

における歴史的景観の保全

の現代的課題-ウルビーノ

歴史的地区における

Data 修復再生論争を事例に -

13T　森：大字単位からみた五箇山

の文化的景観の深層構造 -世界遺産

相倉・菅沼集落と周辺山村集落の

文化的景観の保全に関する研究 -

12Z　丸谷・土肥ら：大館曲げわっぱに

みる伝統工芸と文化的景観に関する研究 14K　麻生・西山：白川郷の合掌

造り集落における景観保全の

新たな手法に関する研究

15D1　萩尾・柴田ら：
対馬市厳原における歴史的
石塀保全を目指した街路
再整備事業に関する考察 

15K　朴・山崎：韓国順天・楽安邑

城における歴史的景観保全に関する

研究文化財保護と都市計画の関連

制度との関係に着目して

合意形成手法の検討

17T　小谷：条里制集落居住域

における中世から継承された

「文化的景観」の特徴

16K　吉田・出口：

倉敷川畔伝統的建造

物群保存地区における

自主条例による町並み

保全・整備に関する研究

事業効果の把握

08T　野中：景観計画から

みた市町村における

屋外広告物行政の意向

08Z　下村・岩崎ら：

国営飛鳥歴史公園

高松塚周辺地区を事例

とした樹林景観の保全

手法に関する研究

10K　日高：高頻度使用語

に着目した景観形成基準

の構造的特徴の分析

11Zo　佐山・土本：国立公園内

の建築物の高さ規制の変遷と

都道府県景観条例にみる

建築物高 13m 規制の状況

14T　栗山・三輪：景観行政に

おける景観ガイドラインの

実態と役割に関する研究

16K　岡辺：重要伝統的
建造物群保存地区内の隣地
越境屋根建築を保全する際の
建築法令における対応策の研究

12Z　山田・北川ら：

谷津景観における

異なる空間階層の

植物種分布パタンが

景観スケールの種多様性

に及ぼす影響

13K　天満・菊池：

山村集落における水系

システムと屋敷立地

地方固有要素の解明

14Zo　濱本・森本ら：

刈り取りと火入れ後の植栽

が野生ツツジ類の花芽形成

と開花景観に与える影響

景観素材・資源
の管理利用

08T　宮脇・深谷：千葉県域の
利根川水系における水塚及び
屋敷林の文化的景観に関する
研究 -栄町、本埜村、印西市、
我孫子市、柏市、白井市の
水塚と屋敷林のタイプ分類、
保存状態、所有者意識 -

10Z　栗田・包清：地域

景観の保全に資する地域

住民の利用可能性からみた

竹の活用条件に関する考察

10Z　山田：桂離宮

庭園の樹林景観の

変遷に関する一考察

変動要因の影響把握

12T　浦山・松田ら：民有地の樹木群が形成する緑景観に

対する住民の価値意識からみた地域管理の可能性に

関する研究 - 名古屋市東部の低層住宅地の場合 -

13T　鶴和・野原：旧武家

屋敷地区における生垣景観

の共同管理手法と管理の

持続性に関する研究

16D1　岡本・真田：徳島

県の棚田・段畑の石積み

継承に向けた維持管理

状況と技術に関する研究

歴史的景観の保存

16Zo　樊・今西ら：

景観保全の視点から

見た中国朝鮮族木造

民家及び付属構造物

における木材資源の

利用状況

17T　高取・長谷川ら：

管理作業量と景観選好性

を指標とした二次林管理

計画に関する研究

動向・現状の把握

08K　道尾・伊藤ら：

歩行者専用道路の導入

実施実態に関する研究

09de　柴田・石橋：

目的別系譜図にみる景観

研究の動向 － 98 年から

07 年を対象として－

01D　柴田・土肥：

目的別研究系譜図

から見た景観論の

変遷に関する－考察

歴史的景観の保存
10K　中村・黒田：伝統的

建造物群保存地区における

街路舗装の現状と課題

15K　龍門：東北地方

太平洋沖地震による関東の

重要伝統的建造物群保存地区

の町家の屋根被害の分析

15　新井ら：

2007 年能登半島

地震の震源域における

最大地動速度の評価

と木造住宅被害

の要因分析

16K　龍門：東日本大震災による

佐原重要伝統的建造物群保存地区の

伝統的建造物の屋根被害調査と分析

08K　乙部・後藤ら：

地方自治体による夜間

景観整備の現状と課題

09K　野中：景観行政

団体の市町村による屋外

広告物行政の取り組み

98年から 07 年に発表された
景観研究論文を対象とした
研究目的別の系譜図を作成し
その考察から景観研究の動向
の整理，今後の課題を検討

10T　牧・石川：

旧三田用水が形成

した文化的景観の

歴史的変遷に

関する研究

11Z　宮本・横張ら：

牧の払い下げ形式に

もとづく下総台地に

おける景観の特徴解明

05　横張：郊外の

緑地景観をめぐる

恒久性と可塑性

13D1　沢・山口ら：水郷集落における

文化的景観の持続性－伊庭における

水路網の復元と水利用の変容－ 

12Z　宮本・横張ら：土地履歴

の解釈にもとづく文化財として

の文化的景観の捉え方の検討

09T　ファティマ・神吉：

インドネシア・ボロブドゥー

ル区レベルにおける文化的景

観保全イニシアチブのための

市民組織間関係に関する研究

16Z　大平・上田ら：

兵庫県三田市旧城下町

の景観形成に向けた

景観資源の分布と

居住者の認識との関係

17Z　松本・坂井ら：重

要文化的景観選定後の保存

体制における住民活動組織

09T　小林：北海道空知

地域を事例とした景観を

手掛かりとする旧産炭地

域の地域再生への提案

13T　栗山・三輪：
歴史的町並み景観保
存のための空地周り
の修景手法のあり方
に関する研究-兵庫
県篠山市・たつの
市を事例として -

09K　豊島・斎藤：

水環境への適応とその

持続的活用形態からみた

山村集落の文化的景観評価

13T　加我・田川ら：堺市

大美野住宅地において継

承されてきた景観資源の

風景的価値に関する研究

14Z　村上：河道および隣接地形

との関係にもとづく斜め堰の

取水点における景観の可能性

11T　石・石川ら：
1910 年代以降の
観光事業が中国杭州
西湖風景名勝区の
文化的景観に与えた
影響に関する研究

16K　熊澤・木村ら：

食と景観のテロワール

を考慮した地域づくり

手法の構築－干しいも

産地である茨城県ひた

ちなか市を対象として－

13Z　飯田・今西ら：吉

野山ヤマザクラ樹林におけ

るフェノロジー個体差が

桜景観維持に果たす役割

16Z　七海・石井ら：那珂川における

簗景観の今日的意義と存続要因

12T　石・石川ら：

中国四川省都江堰

市のグリーンベルト

における農村地域の

文化的景観に関する研究

16K　尚・松本ら：
中山道東美濃路に
おける景観資源の
現状と特性

注 )数字は発表年を表す．
D: 土木学会論文集D
D1: 土木学会論文集D1
D3: 土木学会論文集D3
( 土木計画学研究・論文集）
K: 建築学会計画系論文集
T: 都市計画学会論文集
Z: ランドスケープ研究
Zo: ランドスケープ研究
オンライン論文集
de: 景観・デザイン研究論文集
を表す．また　　　　　は同研究
視点 ,  　　　　　は複数研究視点
に分類されたことを表し，矢印横
に発展面・相違点等を記す．なお
　　　　　で囲まれた文献は 08
年以前の景観研究論文もしくは景
観研究論文以外の文献を示す．

13T　小浦：景観と土地利用

の相互性にもとづく景観計画

の開発管理型運用の可能性

制度の運用に対する
評価・有効性の把握

景観素材・資源の管理利用歴史的名所の景観特性の把握

08T　イシザワ：アンデス

の文化的景観の保存と再生

に関する研究 -オヤンタイ

タンボを事例として -
09K　辻・大富ら：

伝統的集落における景観保全

の支援体制に関する研究
09T　イシザワ・石川ら：

アンデス農村地域の

文化的景観の変容

景観保護の意味を明示
14K　斎尾・寺尾：

歴史的町並みを活用した

まちづくり実施地区に

おける地域居住の維持

「住民」を中心とした計画づくり
15Z　松本・松並ら：重要文化的

景観の保存・活用の取り組みが

地域住民の価値認識に与える影響

に関する研究 －高島市を事例に－

自然景観への影響把握

17T　小浦・秋月：景観の

公益に対する再生可能

エネルギーの公益との

調整にみる計画課題

イメージ・認識構造の把握
13K　吉田・上村ら：町

並み保存に対する自治

会毎の住民意識の相違

15K　王・坂井ら：景観計画

の策定過程における住民参加

と計画内容に関する研究

イメージ・認識
構造の把握

17D1　山下・丸谷ら：
陶芸の里・小石原皿山
の景観表象の把捉と評

価－実存的景観論の試み－

景観類型の抽出

16K　山本・平尾ら：
歴史的風土特別保存
地区における民家の
屋敷構えに関する研究
 明日香村の奥山・飛鳥・
河原・野口・岡・島庄
の六大字を事例として

文化的景観の保存

13T　石川・大和：東北

地方太平洋沖地震津波

による海岸林の被災分析

と文化的景観の特質に

関する研究 -宮城県仙南

平野岩沼市沿岸部を

対象として -

景観素材・資源の管理利用

10K　安楽・後藤ら：

集落域での耕作範囲の

縮減過程における文化

的景観のマネジメント

に関する研究

景観素材・資源の管理利用

景観保護の

意味を明示
10T　白川・

坂野ら：地域的な

景観保護への正当性

判断と相互拘束

への遵守意向の背景

要因に関する研究

過去の災害
事例研究の
成果として
参考
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図-4 研究系譜図(制度の運用に対する評価・有効性の把握，事業効果の把握，合意形成手法の検討など) 

歴史的景観の保存
10K　宋・ 池田：「琉球遺産群」の

バッファゾーン及びその周辺地域に

おける景観形成と保全について

10K　清野・安田ら：横浜市認定歴史的

建造物制度の「保全活用計画」の

景観的価値にみる参照関係

12T　小浦：京都市旧市街地型美観地区に

おける基準の運用と景観形成課題 - 新築

戸建て住宅の通り外観構成の実態調査より -

15T　高木・嘉名：景観まちづくりにおける

緑景観の保全を目的とした基準の策定

要因に関する研究 -西宮市甲陽園

目神山地区における間口緑視率

基準の策定に至るプロセスを対象として -

制度の運用に対する
評価・有効性の把握

08T　室田：景観法に基づく景観

計画における建築物等の景観形成

基準に関する考察　-神奈川県

景観行政団体を対象として -

08T 　下村・河野ら：

大阪市聖天山地区を事例

とした風致地区制度と緑地

景観の保全に関する研究

08T　小浦：景観法における

景観計画の構成と運用実態に

関する研究　-初期に策定

された景観計画を事例として -

08T　佐藤・堀ら：景観法下

の建築物規制の運用実態と

課題 -景観計画に基づく届出

制度に着目して -

08Z　芮・朴ら：

韓国における都市の

緑・景観の保全と創出

に関わる法制度の体系

09K　小島・池田ら：
石垣市風景づくり
条例・風景計画の効果
と運用課題について

09T　渋谷・中井ら：民間への

敷地分譲を伴う団地再生における

景観形成方策のあり方に関する研究

09T　松井・岡崎：

自主条例から移行した

法定景観計画における制

度内容の進展状況と課題

09T　宮脇：イタリアの文化財
と景観の法典 (ウルバーニ
法典 )の展開とその景観計画
と景観アセスメントの研究

景観・風景の概念追求

09de　高尾：地域
ルールの明文化と共有
に向けた景観法の活用

09de　吉岡・樋口ら：
長崎県公共事業等
デザイン評価制度の
運用上の成果と課題

事業効果の把握

10T　小浦：定性基準による
協議許可型の景観形成手法の
課題と可能性 -英国DAS と 3市
の景観地区制度の運用実態より -

10T　木方・吉田：景観法制定を

契機とした景観施策の展開に関

する研究 -鹿児島県下の自治体に

おける景観計画策定プロセス -

10de　森・横内ら：景観法に基づく

景観地区の実態に関する研究―景観

地区制度の運用初動期に着目して―

11K　川崎：行政域を跨ぐ広域景観

形成における景観法運用手法の研究

11T　岡村：英国における歴史まちづくり

事業タウンスケープ・ヘリテイジ・

イニシアチブの制度的特徴と運用実態

11Z　小口・佐々木：景観育成住民協定締結後

の実態と住民の景観保全意識に関する研究

「住民」を中心とした計画づくり
12D1　大庭・松中：規制強化による

屋外広告物の設置状況変化の因果構造

－条例改正前後の実態調査に基づいて－

12D3　藤倉・山田ら：基礎自治体の景観を

巡る政策循環プロセスと自治の基盤の

再構築に関する実証的研究 - 長野県

旧開田村の景観を巡る政策群を対象として -

12K　川上・矢後：金沢市における独自条例

による景観形成基準の内容と運用実態

12K　松川・佐藤ら：景観マネジメント手法

としての開発許可制度の活用に関する一考察

13D1　木村・山口ら：鉄道跡地の遊歩道利用に

おけるレールバンク制度の運用と有効性―ハイ

ラインにおける合意形成の制度的枠組み― 

合意形成手法の検討

13T　山崎・坂井ら：主要幹線道路

における沿道景観の特性分析に基づく

施策に関する一考察 - 国道 36号線

札幌・千歳間に着目して -

14K　劉・小場瀬：戸建て住宅地における

しゃれ街条例による住環境・景観保全への効果

14T　木野・佐藤：土地利用

コントロールを視点とした

景観計画の運用に関する研究

14T　上山：一之江境川

親水公園周辺における

景観形成の経緯と現状

14T　鶴田・海道：一般市街地

への適用事例からみた景観法

に基づく景観地区制度の

運用実態に関する研究

15K　林・浅野ら：歴史的市街地

における建築物の修景事業に

対する助成制度に関する研究

16T　西村・松川ら：景観法と連携した自然

公園法の許可制度の運用実態に関する研究

-自然公園特別地域での上乗せ基準に着目して -

17K　清水・後藤ら：

景観規制が商店街

の商業空間と生活

空間に与えた影響

空間構造の把握

17K　尾関・清水ら：
初動期における景観マ
スタープランの策定
方法に関する研究

17K　石山・窪田ら：

集落・町並み保存地区

における自主規範の

法制化の過程に関する

研究 - 妻籠宿における

住民憲章の二段階

法制化を事例として -

自然公園法

との連携に

直接着目

08Z　町田・麻生：景観認識特性に基づく
阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域における
二次草原の景観計画に関する基礎的研究

14T　佐藤・松川：景観法

を活用した地区レベルの

土地利用管理手法に関する

研究 - 準景観地区と

景観協定に着目して -

17T　白井：フランス CAUE

＜建築・都市・環境について

助言する組織＞による景観形成

事業効果の把握

08K　宮川：旧産業地域に

おける景観戦略と低・未利用

地の環境再生に関する研究

09T　米本・栗山ら：景観形成の

経済効果を考慮した市街地景観の

整備方策に関する研究 -京都市の

歴史的市街地を対象として -

09de　曽根・山田ら：

屋外広告物除却・改善の

実践方策に関する調査分析

10K　江本・大貝ら：景観条例等による景観

まちづくりの取組の実態と課題に関する分析 10T　中島：自治体首長を対象とした

都市デザイン教育に関する研究

- 米国における都市デザイン市長

協会（MICD）の活動に着目して -

10de　石橋・柴田ら：

福岡県宗像市大島における

港湾整備と設計監理

10de　天野・谷口ら：

社会実験を通じた自発的街路

景観変容に関する研究～自由が丘

しらかば通りを事例として～

11K　吉野・川島：長野県

小布施町における拠点的

景観整備事業を契機とした

景観形成の変遷に関する研究

97T　川島ら：
拠点的景観整備
事業を契機とした
景観整備の波及・
誘導効果に関する
研究 - 長野県小布施町
を事例として

11K　井上・杉本ら：グリーン

インフラストラクチュアの

概念を用いた浸透性街路

空間デザインの導入効果

12T　熊澤：英国ハムステッド・

ガーデンサバーブ・トラストによる

景観デザイン審査の運営要因

13D1　柴田・守田ら：コロンビア

・オリバレス公園整備計画にみる

景観アドバイザーの役割に関する考察 

13K　石川・松島：通行人行動

への影響把握に基づく効果的な

景観整備の方法に関する研究

16D1　真田：風景保全策としての

「風景をつくるごはん」プロジェクト

17K　井上・中野：街なみ環境

整備事業を利用した壁面後退と

修景による住環境・景観整備

17Zo　朴・松本ら：農村観光地化

事業が韓国伝統的集落の景観保全

に与える影響に関する研究

修景事業以降の景観形成の
変遷を，建築物の修景に
とどまらない要素で分析

10T　高田・城所ら：
テーマ型まちづくり
における創出景観の
歴史的連続性と空間
特性に対する住民
評価に関する研究
- 彦根市における
異なる 2テーマ
による景観創出
事例を対象として -

合意形成手法の検討

10K　宋・池田ら：重点地

区景観形成基準の策定プロ

セスとそこにおける住民と

行政との調整について

12T　栗山：景観デザイン

誘導のための市民参加型協

議の効果と課題に関する研究

- 米国シアトル市のデザイン

レビュー物件を事例として -

12Z　下村・佐藤：風景づくりと

流域市民のコミュニケーション

天若湖アートプロジェクト

「住民」を中心と
した計画づくり

10D　藤倉・山田ら：

地域景観と地域社会の

相関構造及び景観の

内的システムの生成・

発現に関する実証的研究

15K　山崎・坂井：

河川景観の特性分析に

基づく景観施策及び住

民活動に関する一考察

15K　土久・磯野ら：

景観まちづくりの為の

住民協定の実態と特徴

‘ 長野県景観育成住民

協定’ を事例として

11K　福田・田口ら：景観検討

を対象としたクラウドコン

ピューティング型 VRによる分

散同期型検討会議の実現可能性

14K　サントサ・鵤ら：

インタラクティブ 3次元

可視化技術を用いた景観

計画策定支援システム

10T　栗山・三輪：デザイン
都市・神戸での都市の景観と
環境デザインに関する
国際ワークショップ

WAT_Kobe2009 の事例報告

評価軸の検討と方法論の確立
15D3　笠間・松田：景観の効果の

発現モデル試案に基づく景観整備

効果の発現傾向の分析と試案の検証

11K　小柳・川上：

震災を受けた歴史的

市街地における住宅

再建実態と町並み保存

に向けた合意形成過程

歴史的景観の保存

11K　亀井：歴史的

環境保全地区における

住民活動の機能評価

に関する研究

歴史的景観の保存

15T　浦山：重要伝統的建造物群保存地区の現状変更に

関する町並み相談員制度の運用実態 - 福井県若狭町

熊川宿重要伝統的建造物群保存地区を事例として -

歴史的名所の景観特性の把握

16K　朴・山崎：伝統的空間構造

との対応からみた環境整備事業の

展開と景観保全韓国歴史的集落

「順天・楽安邑城」を事例に

動向・現状の把握

13T　鶴田・海道：景観法に基づく

景観形成基準への適合性を高める

ための届出手続過程の取り組み

-景観法の運用実態に関する研究 -

13K　上村・吉田ら：町並み保存地区における

住民意識の時系列分析による伝建地区制度の評価

事業効果の把握
14K　北山・山本ら：修理・

修景型の自治体自主制度に

よる修景実態に関する研究

有効なデザイン
手法の提示

17D1　阿部：気仙

沼市内湾地区にお

ける防潮堤の計画

とデザインの

合意形成プロセス

16Zo　瀬古・福井ら：住民および

事業者アンケートにみる街路樹

二段階剪定の景観向上効果と課題

景観素材・資源の管理利用

イメージ・認識構造の把握

景観計画制
度に関する
研究成果を
発展させ景
観地区につ
いて着目

「基本形成単位」等の知見を分析の枠組みとして応用

08de　柴田・石橋ら：

福岡県宗像市大島港に

おける防波堤のデザイン

継続研究
として
前稿後の
設計経緯
と特徴を
詳述

09de　香川・谷口ら：

街路景観についての

簡易評価モデルを用いた

景観改善施策の定量的評価
経験誘発法として社会実験
による実証的検証

景観法と
地方の
他制度や
施策との
連動実態
に注目
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図-5 研究系譜図(シミュレーションシステムの開発，変遷景観の特性把握，設計・計画思想史の解明など) 

景観類型の抽出

14Z　水内・古谷：大正期

における田村剛の示す

国立公園の風景とその変遷

10K　水野：1871 年ブダペスト

都市設計競技応募案の

交通計画と公共建築配置

14Zo　山口・繁田ら：
奈良・山辺の道におけ
る景観保全の展開
とその保全思想

13Zo　山口：近代に

おける奈良・山辺の

道の形成とその背景

09K　リオッタ・宮脇：

東京・浅草における『映画街』

の形成プロセスに関する研究

11Z　伊藤：近代の松島における

風景地の整備と眺めの関係

98　篠原修：

景観用語辞典

99　エドワード・レルフ：

場所の現象学

14D1　石橋・柴田：

1960 年代の福岡市政

の変遷にみる都市戦略の

あり方に関する史的考察 

02 ～ 03　岡：

福岡の都市空間

（その 1～その 5）

15D1　林：京都鴨川川中に

おける明治期の夏季納涼営業

の変遷―日出新聞・京都

日出新聞の記事を中心に― 

08　吉見：都市の

ドラマトゥルギー―東京

・盛り場の社会史―

16K　岡本・小野：京都の桜

その戦前期の景観形成過程

17Zo　山口：大正期の

琵琶湖南部における「風

景利用」計画と名勝仮指定

による景勝地の保護と利用

都市戦略のあり方

について考察

松島においてどのように風景地の
整備がなされてきたのかを整理

変遷景観の特性把握

10K　権・宮脇：GIS を

用いた土地利用からみた風景

の安定性に関する研究

12K　松井・窪田：神楽坂

花街における町並み景観の

変容と計画的課題

06　山下：神楽坂 -

都心のどまん中の路地

の文化と担い手の復権

13Z　東口・今西ら：奈良県

吉野山の土地利用の変遷と旅行

雑誌から見た景観受容の変化

14K　張：大連における

山麓空間としての労働

公園の歴史的変遷と景観

特性に関する研究

15K　寺田・木下：敷地囲いの

変遷を通してみる沖縄県

北中城村大城地区の住民主体の

景観形成評価に関する研究

設計・計画思想史の解明

09de　藤井・笠原ら：

南湖における田園の

名所化と「共楽」の

思想に関する研究

09de　羽野・樋口ら：樋門上屋

の設計思想の変遷に関する研究

 －筑後川・矢部川を対象として－

変遷景観の特性把握

10T　山口：戦前の六甲山に

おける公園系統の計画と風景

利用策に関する研究 -1920 年代

に作成された二つの山地開発

計画の策定経緯と目的 -

10K　梅干野・土本ら：

軽井沢における保養地

景観の形成過程

10K　熊谷・松村：
バルコニーから
見たバルセロナ
旧市街都市景観
の形成過程

07　熊谷・松村：
カタルーニャの
歴史的都市邸宅

ファサードにおける
開口部とバルコニーの
変遷 : 近代以前の都市
住宅におけるバルコニー
に関する研究 その 1

10K　丸山：

豊臣政権期

の京都の町家

10de　橋本・齋藤：名

神・東名高速道路におけ

るドイツ人技師ドルシュ

の設計思想に関する研究

10de　阿久井・嘉名：

都市美形成期における

大阪中之島橋梁群計画・

設計のアイデンティティ

－四人のエンジニアの

設計思想との照合－

11K　片山：13・14 世紀の

都市条例に見る都市整備

景観構成要素と全体評価
との関連性の把握

13D1　金井・福井：

近世竹田における

城下町設計の論理

13K　佐倉・岡部：19世紀後半

の地方中都市拡張計画における

都市デザインに関する研究

13Zo　岡野：

わが国最初の

国立公園選定

の際の風景評価

14K　苅谷：丹下健三の都市軸

構想と階層構造法に関する考察

15D1　八尾・山口ら：戦前期

大阪における公園道路網計画

と桃ヶ池・田邊公園道路の形成 

15D1　橋本：名神高速道路におけ

る初代総裁岸道三と審美委員会の

美しい道路づくりへの取り組み

16K　植田：戦後イタリア都市

計画による農業地域とその景観

の保存活用に関する通時的研究

16K　會田：ジュゼッペ・ポッジ

作成の土地利用規定書にみる建築

条件と眺望フィレンツェのコッリ

大通り建設と周辺の住居地区

の形成に関する研究（その 1）

13K　會田：建築家

ジュゼッペ・ポッジによる

コッリ大通りの路程と機能

フィレンツェの近代

都市改造に関する研究

17K　高岡・嘉名ら：都市

との関係からみた御堂筋沿道

建築物に関する近代建築史研究

景観・風景の
概念追求

08Z　小野：

三好学による

用語「景観」

の意味および

導入意図

09de　星野：

親密な未知と

しての風景 －生命

論的風景論へ

むけた一試論 －

01　木村：

他者の主体

性の問題

12D3　山口：風景の

持続性に関する基礎的

考察－景観の計画・運

営における方法と課題－

12T　中村・阪本ら：

商業地景観における

調和概念に関する研究

15Zo　水内・古谷：

国立公園の成立期に

おける田村剛の示す

「風景」概念 と用法

動向・現状の把握

17Zo　横関：

中原省三の郷土

風景論にみる

明治期における

郷土風景論の動向

17Zo　横関・小野ら：

田村剛にみる用語

「郷土風景」における

風景概念の変遷

植生景観の
史的解明

08Z　今西・吉田ら：

江戸時代中期の賀茂

御祖神社の植生景観と

社家日記にみられる

資源利用

08Z　井原：瀬戸内海

地域における「花の

景観」づくりの文化的

価値に関する史的考察

地方固有要素の構造解明

09Z　田村・浅見ら：

広島県南西部におけ

る明治時代以降の

植生景観の変遷と

立地条件との関係

09Zo　高山・矢野ら：

鳥取砂丘の草原化に

対する景観保全活動に

伴う植生分布の変遷と

砂面変動のモニタリング

11T　小野・前田ら：

大阪御堂筋の街路樹

景観 - イチョウ並木の

建設過程と主体 -

11Z　今西・杉田ら：

江戸時代の賀茂別

雷神社の植生景観

と日本林制史資料に

みられる資源利用

文化的景観の保存
13Z　七海・大澤ら：

伊豆半島松崎町に

おける桜葉畑景観

の成立過程

17K　岡本・小野：

京都市街地と郊外

嵐山の植栽景観の

形成過程における

価値付けの実態

08K　内山・柴田：

都市景観と建築物

との調和分析とモデ

ル化に関する研究

10K　伊藤：大正

から戦後にかけて

の国立公園行政に

おける多島海景観

としての松島の評価

14Zo　水谷：吉野熊野国立

公園熊野地域の選定におけ

る 地元の要望と風景認識

92　白幡：日本

八景の誕生　環境

イメージ論ー人間

環境の重層的風景

熊野地方の選定
への地元の役割を

明示

シミュレーション
システムの開発

08K　王・鈴木ら：コンピュータ

シミュレーションを用いた

距離認知の生態幾何学的分析

視覚認知特性の解明

85　ギブソン・古崎：

生態学的視覚論

08T　瀬戸口：風雪シミュ

レーションを用いた高層建築

開発の屋外公共空間に与える

風雪の影響　-積雪寒冷都市

における都市デザイン研究 -

08Z　山崎・寺尾ら：

拡張 DM データを利用

した 3 次元道路景観設計

システム構築に関する研究

01D3　山崎ら：

デジタル地形データと

遺伝的アルゴリズム

による最適縦断

設計の基礎的研究

04　山崎ら：遺伝的

アルゴリズムによる高速

道路線形最適化のための

線形モデルの検討

09D3　齋藤・森本：

CG動画を用いた都市

景観の再現が市民意識

に与える影響

09K　朴・赤堀ら：

VR を用いた感性

評価に基づくファ

サード形態要素の

組合せ推論の研究

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握

09Z　國井：ビデオ

画像による歩行

景観の 3 次元解析

09Zo　早瀬・今西ら：

地上型レーザースキャナ

を用いた庭園の借景復元に

関する景観シミュレーション

眺望を確保
した計画づくり

14Z　守村・中村：タブレット端末

を用いた樹木管理に関する景観

シミュレーションシステムの開発

10K　成清・杉本：

16 世紀末アムス

テルダム東部拡張

地区における都市

デザイン手法

11K　成清・杉本：

17世紀初期アムステル

ダム西部湾岸拡張地区に

おける都市デザイン手法

12K　赤木・杉本：

『アルプス建築』第

3章に見られるブルー

ノ・タウトのユートピア

的風景のデザイン方法

12T　千代・山田：

丹下健三によって計

画された広島平和記

念公園における平和

記念式典の景観演出

15D1　阿久井・嘉名ら：

市区改正条例準用都市に

おける水辺市街地の近代

化と橋梁デザインの特徴 

成果を発展させ
今後の道路設計の
高度化に寄与

身体の動きによる視覚的な
変化現象が距離認知に
どのような役割を果たして
いるのか検討

08D　清水・布施ら：江戸の

都市景観の再現に関する研究

11D3　神山：山の風景の

「見方」の持続についての考察

－京都北山を対象として－

10Z　小野：瀬戸内海国立公園

・下津井と牛窓の風景準備

10Z　李：紀伊徳川家西園

の眺望行為に関する研究

15D1　小宮・須崎：航空機計測を

用いた市街地における緑視率の推定 

空間構造の把握
13D1　赤塚・嘉名ら：

戦前の大阪・中之島に

おける水辺景観の構成

に関する研究－橋梁設

計と橋梁周辺の建築と

の関係に着目して－ 

歴史的名所の景観特性の把握

17D1　林・篠原ら：

大阪中之島山崎ノ鼻

「公園地」に関する一考察

景観保護の意味を明示

14K　森：伝統的

建造物群保存地区

制度成立に至る

議論から見た

集落の保存概念

13D1　國分・羽藤：既成住宅市街地

個別更新における敷地動態選択

モデル推定とシミュレーション

による住宅地景観形成と

相互作用に関する研究 

都市景観概念
が顕在化する
過程を明示

成果を参考に現場での樹木管理
に役立つ簡易手法を提案

先行研究の指摘と比較しな
がら研究の着眼点を整理

「山辺の道」
について戦
後の状況も
含めて考察

「風景」や
「景観」の
概念を検討

山地の
社寺林
を対象
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図-6 研究系譜図(変動要因の影響把握，評価軸の検討と方法論の確立，属性による評価への影響把握など) 

調査手法における
安定性の検討

10Z　許・古谷：

中国東北の 2大瀑布

景観の評価と近傍

環境の評価について

08Z　松島・奥ら：

琵琶湖西岸の里山

地域における地元

住民と移入住民の

景観認識の比較

08de　樋口・高尾ら：

佐賀平野における歴史的

クリークの構造を活かした

雨水排水路の試行的築造

13K　三輪・末包ら：タウン

ハウス団地の棲み手の改変

行為による景観変容と

居住者意識に関する研究

17T　ペリー・塚本：

都市景観構成要素と

しての LRT停留所

デザインの特徴に

関する時系列的考察

17Z　福井・佐竹ら：

京都鴨川の景観と春

から秋の季節変化

の魅力について

変動要因の影響把握

09K　玉井・木下：

八女福島地区における

屋根葺替え工事前後の瓦

の形態変化に関する研究

13T　蛭田・石川：

市街地における

基質的な景観

構造が気温に与える

影響に関する研究

評価軸の検討と
方法論の確立

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握

08Z　渡部・横張ら：

地域アイデンティティ

としてのビニール

ハウス景観

99　エドワード：

場所の現象学ー没

場所性を越えてー

09K　本間・栗田ら：

計算幾何学アルゴリズム

に基づく立体角指標を

用いた都市景観評価

視覚的効果・
影響の測定

09Zo　屋代：景

観評価におけるア

フォーダンス理論の

有用性に関する考察

10K　高田・大西：

観光開発による創

作的景観の形成過

程と地域住民評価

に関する研究

10T　西村・中井ら：

団地建替え事業における

民間分譲敷地の景観継承

の評価に関する研究

- 桜堤団地を事例として -

10Z　藤居・栗田：

門前町の中心商業地

における参道景観の

評価に関する研究

10de　武藤・石田：

河川景観の快適性に

関する主観評価と

行動指標による

評価の比較

12K　那須：札幌市

都市景観賞の審査評

における批評言語

属性による評価
への影響把握

96　Kellert :

The Value of Life
08Z　剣持・斎藤：

環境価値観の類型

と日常景観評価の

関係に関する考察

00　Kellert : Values,

 Ethics, and Spiritual

and Scientific

Relations to Nature

08de　今井・深堀ら：

街路空間構成からみた

ランドマークポテン

ャルの評価

09T　切田．大澤：

沿道から湖面への俯

瞰景観に関する

多目的評価分析

10Zo　烏雲・長谷川ら：

中国の都市景観と各種

屋上緑化様式の合成画像

を用いた中国人大学生に

よる景観評価実験

11T　伊藤：住居地域に

おける眺望景観の評価に

関する研究 - 宮島対岸

地域における事例分析 -

13D3　谷口・川村ら：

大学生の服装と景観・

授業態度との関連分析

―筑波大学の事例―

16Zo　水内・野嶋ら：

明治の森高尾国定公園

を事例とした自然公園

における森林トレイル

利用者の風景評価17Z　渡邉・伊藤ら：

吉野熊野国立公園の

指定過程において評価

された吉野の風景と

社会的、文化的背景

14Z　福井：バングラ

デシュ・チッタゴンの

都市部に住む若年層の

景観認識調査について

Kellert の

類型を応用

すること

の可能性を

追求

地域景観

のあり方

を検討 09de　辰巳・外井：

自動車運転時と

動画を用いた室内

実験時の視点挙動の

相違性に関する研究

有効なデザイン
手法の提示

08de　永見・八馬ら：都

市のランドマークとなる

斜張橋南倉大橋の景観設計

08de　永見・久保田ら：

釜山新交通の高架橋

デザイン

08de　坂井・大熊：

景観に配慮した都市

河川断面の提案

05　吉川：

河川流域

環境学

08de　佐々木・佐々木：

歴史的ボーストリング

トラスを転用した

りんどう橋のデザイン

08de　伊藤・横山ら：

新たな変形特性による

鋼製橋梁用車両

防護柵の開発

08de　毛利・今井ら：

愛着を育む仕掛けを

意図した街路デザイン

08de　柴田・石橋ら：

福岡県宗像市大島港に

おける防波堤のデザイン

91　土木学会：

港の景観設計

09de　伊藤・天野ら：

アルミニウム合金製

橋梁用ビーム型防護柵

のデザインと開発

09de　萩野：
ランドプランニ
ング技法による
丘陵地開発の

トータルデザイン
－湘南国際村－

09de　増山・山本ら：

熊本駅周辺整備における

都市デザインの戦略と展開

93　渡辺：

アーバン

デザインの

現代的展望

10K　李・佐藤ら：
トラフィック・カー
ミング技法を用いた
生活道路の景観評価
に関する研究

09　 李・ 小林ら :
緑化を中心とした
景観整備からみた
トラフィック・カー
ミング技法の整理と応用
に関する基礎的研究

02　金： An Effect
 Analysis on the Traffic
speed Variations of
vehicles Passing
 the Speed Hump

14T　ペリー・塚本：
LRTプロジェクトと
公共空間デザインに
関する考察 -フランス
5都市における現地
実態調査に基づいて -

12T　宮脇：歴史的景観キャラクタ
ライゼーションに関する研究 -鎌倉市
中心部の寺社・道路・街区・水路・土地
利用の歴史的景観特性アセスメント -

13K　サントサ・ 鵤ら：

所有者意向からみた

都市型商業街路

景観の視覚的評価

17K　芳永・佐久間ら：

横丁の夜間景観における

光のばらつきの特徴と心理

的影響の関係に関する研究

良好な景観形成かつ安全性
向上を図られるトラフィック・
カーミング技法を選定

実務における防波堤
の設計経緯を詳述し
ながら景観デザイン
の成果を実証的に論述

まちと連続した河川空間を
作る方法について提案

11K　大影：時系列連

続写真の分節実験から

みた夕刻の景観の印象

変化に関する基礎的考察

10Z　渡部・横張：
行為と距離の観点
からみた農村地域
居住者が地域アイ
デンティティとして
認識する景観の特性

歴史的景観の保存

シークエンス
景観特性の把握

08K　金・李ら：

韓国の三宝古刹に

おける進入路の視

点場及び景観要素

の出現特性について

09D　浅田・石田ら：
「シーニックバイウェ
イ北海道」指定ルート
のシークエンス景観の
評価に関する研究

09T　辰巳・外井：

自動車運転時と動画

を用いた室内実験に

おける景観評価の

相違性に関する研究

調査手法における
安定性の検討

10Z　國井・古谷：フラ

クタル解析を用いた尾瀬

国立公園におけるシーク

エンス景観の定量分析

11D1　石田・亀山ら：

無電柱化整備による道路

のシークエンス景観の

効果計測に関する研究 

11K　髙嶺・後藤ら：

首都高車窓シークエンス

景観における沿道景域の

変化要因とその印象評価

89　篠原：
首都高速道
路の景観評
価の変遷

11T　飯田・大澤ら：2

階建てオープンバスか

ら見た都市景観の分析

地方固有要素の構造解明

12Zo　浅田・石田ら：
北海道と関東における
日本風景街道の道路

シークエンス景観の地域
特性に関する比較分析

13K　髙嶺・後藤ら：沿道の風土・

歴史的要素が都市内高速道路の車窓

シークエンス景観に与える影響

14Z　國井：シーク
エンス景観画像のフ
ラクタル解析による
尾瀬ヶ原の経年比較

16Z　國井：尾瀬

国立公園のシーク

エンス景観に対する

複数の定量指標に

よる比較分析

17Z　上田・大平ら：
旧城下町の景観形成に
向けた街路シークエンス
景観の分析に基づく
重点エリアの抽出

17Z　國井：2020 年

東京オリンピックマ

ラソンコースの動画

像による景観分析

成
果
を
参
考

フラク
タル次
元と人
の感覚
との関
連性を
見出

首都高上
に視点を
おいた車
窓シーク
エンス　
景観に　
着目　　

2階建て
オープン
バスから
見える景色
の特徴
を分析

無
電
柱
化
整
備
に
着
目

09Z　奥・深町ら：

大井川中流域の茶園

卓越景観における

日中の来訪者による

景観認識比較

地方固有要素の構造解明

10Z　中江・包清：

九州圏の海辺にお

ける広域景観形成

の視点からみた国土

分析に関する研究

14K　大影：時系列

連続写真の区切り

位置の分布と夕刻

の風景の時間的

分節について

09Z　大石・稲垣ら：

静岡県の農業景観の

選好特性の属性間比較

10de　赤塚・嘉名ら：

上町台地における坂道

景観に関する研究

13Z　徐・下村：

景観選好に関する

評価因子の統合性

08de　大庭・青山：

まちなみ保全に

対する奉仕労働量

の CVM 推計におけ

る準拠集団の影響

09Z　土佐・澤木ら：

神戸市市街地における

山並み眺望景観と

シークエンスからみた

景観構造に関する研究

12D1　松井・佐々木：新機能主義

橋梁デザインの評価構造に関する

基礎的研究　

動向・現状の把握
15K　西尾・塚田ら：

世界遺産としての富岡

製糸場周辺地区の景観

まちづくりに関する考察

イメージ・認識
構造の把握

09T　西部・真田：

ウォーキングに

おいて重要視

される風景と

その役割に

関する研究

調査手法における
安定性の検討

10de　真田・中埜ら：

都市内高架橋における

事後景観評価手法の検討

景観構成要素と全体評価
との関連性の把握
10de　平野・川端：

構造物の景観評価における

文脈依存性　擁壁を例に

イメージ・認識
構造の把握

14Z　町田・下嶋ら：

阿蘇地域における

ボランティアの草原

再生に対する景観

認識に関する研究

景観構成要素と全体評価
との関連性の把握

景観構成要素と全体評価
との関連性の把握

調査手法における
安定性の検討

11Z　國井・古谷：
尾瀬国立公園のシー
クエンス景観に対する
定量指標と主観評価
の関連性について

文化的景観の保存
12Z　木村・村上：

中山間地域における

沿道の茶園景観の

特徴に関する研究

横浜市の都市デザイン
で整理した三点を
システムとして包括

素
材
の
相
違
に
着
目

フラクタル
解析の有用
性に着目し
客観的指標
として利用

景観分析
指標の可能
性を検討
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図-7 研究系譜図(視覚認知特性の解明，視覚的効果・影響の測定，眺望を確保した計画づくりなど) 

07　狩野：夜間景観に

おける都市河川橋梁と

その背景の相互作用

10K　趙・佐藤：「景廊型」景観

コントロール手法による山あて

景観保全に関する研究

09T　朴・加我：韓国の

慶州における景観特性と

自然景観に関わる法規制

から見た今後の課題

11T　金・土屋：景観まちづくりにおける

建築物届出制度の指定効果分析に関する

研究　- さいたま市大宮駅周辺を事例に -

14T　山口・増井：
観光都市市街地の
景観政策と建物の
擬古的意匠に関す
る研究 - 中国敦煌
を事例として -

11Z　ラピド・下村ら：

フィリピンのボホール地区

チョコレートヒルズに

おける観光客の景観嗜好

11K　丸山：京都と

江戸の町並景観の

違いと都市防火政策
12D1　秋山・岩倉：優等列車の車内デザインを考慮した

旅客需要の分析手法―小田急ロマンスカーを対象に―

13K　佐伯・岸本：集

合住宅ファサードの幾

何学的形態の変化と景観

の印象評価の構造分析

12T　三輪・栗山：絶対
高さ制限を伴う高度地区
指定による大規模建築物
の形態変化と景観への影響
に関する研究 - 神戸市にお
ける建築物の形態シミュ
レーション分析を通して -

15T　宮脇・岩田：超高層
建造物の高さに応じた
視覚的影響の及ぶ範囲 ZVI
の推計モデルに関する研究
- 風の塔 (96m)、千葉ポート
タワー (129m)、千葉火力

発電所煙突 (203m)、横浜ランド
マークタワー (299m) の評価 -

10K　守山・門内：

京都の街並み景観の

記号化と記号の

ネットワークの記述

08　門内：関係性の

視点からみた人間

- 環境計のデザイン

08　守山・門内：

街並み景観のネット

ワークの記述と関係性

のデザインの解読

11K　守山・門内：

街並み景観における

類似と差異のパターン

の数理生態学的分析

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握

08de　福井・松江ら：

歴史的街路の印象に与える

緑の導入効果に関する研究

シミュレーション
システムの開発

09K　小泉・岸本ら：

街路の統一感と建物の

独自性に着目した横浜元

町通りにおける景観分析

09de　SAMARASEKARA・
FUKAHORI ら：EFFECT OF
STREET TREES ON SPATIAL
COGNITION IN RESIDENTIAL
 AREAS:AN INVESTIGATION
BASED ON DEVELOPMENT

PERSPECTIVE

15K　山本・嘉名ら：

低層部が形成する

街路景観の印象

評価に関する研究

07　田中・重村ら：

御堂筋における街路景観

の評価－景観コントロール

の有効性に着目して－

15K　松永・田上ら：

Simpson の多様度指数を

用いた街路景観の定量分析

地方固有要素の構造解明

15Zo　亀山・浅田ら：
シーニックバイウェイ
北海道における道路内部
景観の北海道らしさの
定量評価手法の開発

17D1　中尾・吉田ら：
新東名と他路線の高速
道路サービスエリアの
外部空間と外構構成要素
の評価と特徴に関する
研究 ―写真を刺激とした
心理実験を通じて―

成果を

参考

成果を

参考

成果を参考に
低層部を定義

街並み景観に
仕組まれた重
層的な類似と
差異のパター
ンを解読

13K　塚田・森田ら：地

方都市の河川緑地における

風景評価に関する一考察

09T　畔柳：人と水と

の関わりの構図から見た

流域圏・都市の再生

視覚認知特性の解明

08Z　沈：兵庫県

北淡路地域におけ

る棚田景観の視覚

特性について

09K　王・鈴木ら：

建物群のレイアウト

の認知に関する研究

85　ギブ

ソン：生態

学的視覚論

10de　押田・横内ら：

緑地景観再生の観点

から捉えた車窓景観の

注視野および印象特性

に関する研究

12K　苅谷・西出ら：人

間と環境のインタフェイ

スとしての人間の視覚像

86　佐伯：

認知科学の方法

13K　マンソウリ・
松本ら：日本とアル
ジェリアの街路景観
構成における RMS
コントラストを利用
した視覚的な複雑性
に関する研究

15K　申・後藤：

都市府瞰景観における注視

特性に関する基礎的研究

視覚的効果・
影響の測定

08K　畠山・奥ら：

視覚的様相からみた積雪

寒冷地の都市景観の特徴

07　亀谷ら：建築外装材
における色彩の様相 - 都市
景観における色彩の様相
に関する研究　その 2-,

1930　 Katz :WORLD OF

COLOR,KEGAN PAUL, TRENCH,

TRUBNER CO. LTD

空間構造の把握

09de　高橋・深堀ら：

橋梁の夜景照明の視覚

的効果に関する研究

06de　狩野・窪田ら：
都市河川に架かる歴史
的橋梁の構造形態を配
慮した夜景照明手法

10D3　山崎・秀島：

視覚情報を用いた実験

による空間利用に対する

規範の認識に関する分析

評価軸の検討と
方法論の確立

12K　松本・石川ら：

視点の高さ変化に伴う

都市眺望景観の特性と

魅力に関する研究

14T　宮脇・藤原：東
京スカイツリーの眺望
と視覚的影響アセスメ
ントに関する研究 - 理
論上の可視域 ZTVと
視覚的影響ゾーン ZVI
の距離に着目して -

14Z　高山・藤原ら：

オンサイトにおける

森林の視覚刺激の有

無が主観的回復感・

感情・注意回復力に

もたらす影響

16Z　平岡：ヴォー・ル・

ヴィコント庭園の立体構成

と平面構成及び構成物に

よる視覚効果の創出技術

17K　井上・髙田：居

間と立体街路の視覚上

の関係性が居住者の

領域形成に与える影響

17Z　小野：三陸沿

岸域における集落と

海の視覚的つながり

眺望を確保した
計画づくり

08de　遠山・星野ら：

状況景観的視点に基づく

眺望計画の一提案 －熊本

県三角港を対象として－

09D　山口・中島ら：

京都の古庭園における

地形的囲繞の構成と

眺望景観の特性

09K　清水・坂井ら：

広重の浮世絵における

月の景観の構成と視点場

探索手法に関する研究

有効なデザイン
手法の提示

景観類型の抽出
09K　岡村：視点場の

指定と景観誘導範囲の

設定に着目した眺望景

観保全計画の類型化

09K　栗山・南野ら：

斜面市街地における眺望

喪失危険性による眺望

対象の評価に関する研究

10K　沼田・小場瀬：超

高層マンションにおける

眺望景観が開発者の価格

評価に及ぼす影響

制度の運用に対する
評価・有効性の把握

10K　横山・宮岸：

視点場近傍の遮蔽状況

を考慮した眺望景観の

記述方法に関する研究

10K　川崎：眺望景観

保全を目的とした建築高さ

制限の手法についての研究

06　亘：

土地利用

規制論と

景観法

13T　宮脇・岩田：東京

タワーから見た富士山の

歴史的眺望保全に関する

研究 - 東京タワーの歴史性

と展望台から見た富士山へ

の眺望景観アセスメント -

13T　土久・山本：

フラクタル次元を援

用した眺望景観記述

の試論 - 中世都市に

おける主要施設からの

山稜景観を事例として -

13T　岡村：広域自治体

大ロンドン庁（GLA）に

よる眺望景観保全計画の

改訂経緯と運用の動向

15K　松本・鈴木ら：

眺望視点の高さ変化と

景観のまとまり特性

歴史的名所の
景観特性の把握

08K　島田：伝統的建

造物群保存地区の建蔽

率と容積率に関する考察

09de　福井・松江ら：

歴史的街路の印象を

演出する緑の導入

手法に関する研究

14K　是澤：近世初

期三輪山における禁

足の制定とその景観

16T　藤居・増井ら：
歴史的町並み景観に
おける住宅の表構え
の実態分析 - 島根県
松江市美保関の縁側
・前土間に着目して -

事業効果の把握

16T　鄭：韓国・近代
都市景観の再生手法に
関する研究 - 大邱「北
城路近代建築物リノベー
ション事業」を事例に -

16Z　人見・菅野ら：

高山市重要伝統的建造

物群保存地区外縁部に

おける修景と伝統要素

の利用に関する研究

眺望景観保全を目的とした
高さ制限への取り組みを
調査し，制度運用の特徴と
問題点を明示

日本で最も高さが
高い人工物である
東京スカイツリーの
視覚的影響ゾーン
ZVI の距離を把握

照明が人に及ぼす
視覚的効果及び橋梁の
夜間照明の有効性を明示

D.Katz が提唱した様相の分類をもとに，
亀谷らが都市景観について構築した
視覚的様相の概念，分類を用いて分析

15D1　白柳・平野ら：

店舗の知覚過程に

おける注意の偏り 

 86　MacLeod・

Mathews・Tata:

Attentional bias

in emotional

disorders

12Z　押田：徳川光圀

『鎌倉日記』にみる

近世鎌倉の観光および

景観資源の発掘

に関する研究

1674　

徳川光圀：

鎌倉日記
鎌倉日記の記述から
徳川光圀が鎌倉で
見出したことは現代の
観光や景観資源に
役立たかどうかを考察

成果を参考

10K　八百坂・窪崎ら：

南太平洋島嶼国における

近代都市としての

景観の価値付け

12T　篠部：庭園の周辺景観

の保全施策に関する一考察

 - 5 日本庭園を事例として -

イメージ・認識
構造の把握

15D1　中内・山田ら：
下北沢の商業系街路空間
を巡る地域的ルール
の形成に関する研究 

動向・現状
の把握
17Z　西邑・
黒田：筑波山
の眺望景観に
関する制度の
現状と課題

16D3　松田・岩田ら：

ルーラルエリアにおける

通信線の景観への影響と

単独埋設の有効性について

イメージ・認識
構造の把握

08de　小木・深堀ら：

植栽形態と仮想的テリ

トリーを考慮した街路

の空間密度評価

空間構造の把握
10Z　押田・横内ら：

十返舎一九「金草鞋」

を通じてみた近世鎌倉

観光における通過地点

の景観構成とその

観賞形態に関する研究

82　十返舎一九著
・鶴岡節雄校注：
金草鞋　箱根山
七温泉江ノ島
鎌倉廻十返舎一九
の箱根・江の島・
鎌倉道中記

十返舎一九
の紀行文か
ら通過地点
の景観構成
とその鑑賞
形態を把握

視覚認知特性の解明
13K　松本・石川ら：高所
からの都市眺望景観に
おける魅力とプレグナンツ

眺望を確保
した計画づくり

13K　横山・宮岸：

河川空間における

初期眺望景観把握

に関する研究

評価軸の検討と
方法論の確立

15K　カシャ・松本ら：

感性工学を利用した

日本とアルジェリアの

街路景観構成の印象

評定に関する研究

視覚認知
特性の解明

関係性のデザイン
の仕組みを明示

イメージ・認識
構造の把握

12Zo　塚田・森田ら：

近代詩人萩原朔太郎の

撮影した写真が捉えた

風景要素に関する検討

09　野口：

萩原朔太郎

撮影写真集

―完全版―
114 枚の写真
から萩原の
風景観に
ついて知見

成果を参考

成果を

参考

メタ理論のうち
生物学的記述主義
について考察
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図-8 研究系譜図(地方固有要素の構造解明，日常スケールでの計画づくり，原風景・心象風景の把握・応用など) 

13Z　渡辺・大窪：

水田景観における

植物相の種分布パタン

からみた景観要素の

種多様性保全の検討

11Z　下村・山﨑ら：

斑鳩らしい景観の継承性

に与える景観構成要素

の変化特性に関する研究

08T　松本・柴田ら：

農地のエッジライン

分析を用いた大都市圏

周縁部の農地景観の

特性に関する研究

08de　okuda：THE

CULTURAL PLANNING

ON ROADSIDE AMERICA:

The Historic and Vernacular

 Context of Route 66 Based

on the Regionalism

13Z　真木・柴：

山水画の構成手法と

池泉鑑賞式庭園の景

観構成に関する研究

原風景・心象風景
の把握・応用

11K　積田・竹内ら：

俳句から連想する心象風景

の構成と心理的評価の研究

12Z　松島・及川ら：

大学生の海岸に対する

心象風景の形象について

地方固有要素
の構造解明

09Z　鈴木・奥ら：

大井川流域における茶園

景観の特徴と評価構造
10K　アルゾウビ・小浦：

ヨルダン・サルト旧市街

地の景観を特徴づける

砂岩建築物の実態

事業効果の把握

12D1　ANDO・ONO：
A STUDY ON THE COASTAL
WALK ON THE EASTERN
COAST OF METROPOLITAN
SYDNEY, AUSTRALIA 

12D1　服部・二井：扇

状地散村集落における

本家・神社の立地特性

～富山県入善町小摺

戸地区を対象として～

12K　高原・嘉名ら：

大阪・中之島におけ

る都市夜間景観の

特徴に関する研究

06　面出：

光の景観まち

づくり

13Z　横関・小野ら：

新潟県十日町市松之山

地区にみる棚田景観地の

景観構造に関する研究

13Z　町田・下鴨ら：

阿蘇地域の地形特性

からみた草原と

樹林地の景観的扱い

に関する事例研究

14Z　銭・下村ら：

中国山東省栄成市

寧津地域における

海草房集落の

景観的特徴

15D1　小谷・横松：

アーティファクトとしての

地域資産と住民のアイデン

ティティ形成：カテゴリー

選択モデルアプローチ 

02　Akerlof・Kranton:

 Identity and schooling:

 some lessons for the

 economics of education

16Z　岡田：砿都

における景観の

特長に関する研究

日常スケールで
の計画づくり

15K　鈴木・アルマザン：

グレーター・ロンドンの

マーケットによる街路空間

利用の運営手法及び効果

事業効果の把握

空間構造の把握

16K　鈴木・アルマザン：
インナーロンドンにおける
ストリートマーケットの
空間構成～グレーターロン
ドンにおける公共空間デザ
イン及びストリートマー
ケットの研究（その 2）～

成
果
を
参
考

成果を

参考

中之島の夜景の

特徴を明示

色彩の調和

08D　朝海・松山ら：

景観計画における色彩

ガイドラインの策定に

関わる基礎的調査 -福

岡市と鹿児島市の事例 -

制度の運用に対する
評価・有効性の把握

08de　松山・朝海ら：

福岡市の景観色彩に

関する基礎的調査

09de　高瀬・西島：

色彩のフラクタル次元

を用いた生活道路にお

ける景観評価構造分析

87　高安：フ

ラクタル科学

12Zo　外崎：都

市景観における

色度緑視率によ

る快適性の測定

10Zo　外崎：
植物の葉の色度
領域を用いた
緑視率の新たな
計測手法に関す
る基礎的研究

13K　平田・岡村ら：

景観色彩

ガイドライン

の活用による

地域ブランディング

の可能性

17K　熊澤：重要

伝統的建造物群保

存地区の現状変更

行為における色彩

基準の運用傾向

景観類型の抽出

10K　三森・貝島ら：

京都の袋路における更新

履歴と伝統的景観要素

にもとづく空間の類型化

制度の運用に対する
評価・有効性の把握

10Zo　吉村：風景

の生成と身体化に

関する類型論的研究

景観・風景の概念追求

14K　柳沢・岡崎：慢

性期統合失調症者を対

象とした居住空間構成

法の空間構成の類型

92　岡崎・伊藤：

居住空間構成法

と分裂病者

慢性期統合失調者の居住
空間構成法の空間構成
の類型を明示

色度緑視率が被害者に
与える心理的影響を
定量的に明示

構成要素に制約のある
生活道路を対象として
フラクタル解析を実行

08K　趙・佐藤：景廊

による都市の景観構造

の記述に関する研究

15T　押木・坂井：
農業用施設に着目
した農業景観の特性
把握 -北海道十勝
地方を対象として -

属性による評価
への影響把握

景観素材・資源の管理利用
16Zo　岡山・岡野：

阿蘇くじゅう国立公園

指定時における区域指定

の経緯と草原景観の評価

歴史的名所の
景観特性の把握
09Z　朴・ 加我ら：

盆地都市京都に

おける自然景観保全

に関わる法規制と景観

特性の変遷に関する研究

変動要因の影響把握
09K　孟・瀬戸口：

北方都市における風

洞シミュレーション

を用いた都心の空間

デザイン評価

シミュレーション
システムの開発
10D3　清水・布施：

東京の原景観を探る

～ 現代に蘇る江戸

絵図の世界

景観構成要素と全体評価
との関連性の把握

視覚認知
特性の解明

文化的景観の保存
12Z　林・林：淡路市

岩屋地区における漁業

集落の特徴的な景観と

その特性について

景観素材・資源の管理利用

11K　國居・工藤ら：

地場材料玄武岩に

着目した集落景観

構成に関する一考察
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図-9 研究系譜図(イメージ・認識構造の把握，多面的景観論の提示，調査手法における安定性の検討など) 

空間構造の把握

15K　田中：被災リスク下にある歴史的景観

地区コミュニティの居住継続意識とその支

持要因和歌山県海南市黒江・船尾地区の事例

17K　山崎・坂井：
農業に関わる地域
産業施設が創出する

景観に関わる施策と実態

17Z　水谷：雑

誌『太陽』による

風景写真の流通が

風景の見かたに

もたらした影響

12Zo　阿部：歌川広重による

風景とその類義語の使用特徴

10D　山口・出村ら：

近世の紀行文にみる

嵯峨野における風景

の重要性に関する研究

08Z　中江・包清：

博多港における

景観再生の可能性

からみた空間構成

評価に関する研究

09D3　羽鳥・小松ら：

景観保全に及ぼす

大衆性の破壊的影響に

関する全国調査－オル

テガ「大衆の反逆」の

景観問題への示唆－

09de　香川・谷口ら：

街路景観についての

簡易評価モデルを用いた

景観改善施策の定量的評価

13Z　四戸・上田：

個人意識としての

気に入っている風景と

集団意識としての地域

らしい風景の関係

14Z　大森・羽生ら：埼玉

県川越市の景観に対し地元

大学生が抱いた印象の集合

知としての SALoT マップ

16Z　柴田・佐藤：

中山間地域における

耕作放棄地の景観に

対する地域住民の

評価に関する研究

10de　小島・早川ら：

景観評価における没入

型 VR 装置 CAVE の導入

可能性と有効性の検証

13K　小川・趙：風景画

と実景の比較における 3D

CGの活用に関する研究

08Z　西田：過疎地域の

越後妻有と瀬戸内直島に

おける現代アートの特質

に関する風景論的考察

09T　上田ら：風景

イメージスケッチ手法

の構築に関する研究

97　 Ipsen, Detlev ：

Raumbilder. Kultur und

Ökonomie räumlicher

Entwicklung

82　中村：

風景学入門

11K　ドゥズジャン・門内：

物語映画における建築的

な空間結合と機能関係の

分析：「ショートカット」

によるケーススタディ

11K　ドゥズジャン・門内：物

語映画における建築的な空間

構造の分析：「エルミタージュ

幻想」によるケーススタディ

13Z　花村・加我ら：
アートインスタレー
ションを契機とする
まなざしの変化から
捉えた風景異化
に関する研究

09de　平野・

國枝：地区の街

路ネットワー

ク特性から見た

河川認識の差異

12D1　福山・羽藤：

バルセロナの歴史的

発展過程と歩行者の

行動圏域を考慮した

広場―街路のネット

ワーク分析 

成果を

参考

風景イメージスケッチ
手法の理論的枠組み
及び調査手法を構築

14Z　櫻井・下村ら：

雑誌『國立公園』表

紙にみる添景人物と

自然風景の描かれ方

10Z　朴・加我ら：明日香村を

事例として GIS を利用した

景観特性の解明

08de　久岡・柴田ら：

小倉駅周辺バリアフ

リールートマップの

作成と景観情報提示に

よる利用促進の可能性

05　窪田ら：
バリアフリー
と景観は矛盾
するか -対立
から止揚へ

04　白井ら：
中心市街地に
おける安全性
と景観性の両
面から見た歩
行空間評価 -
豊橋市都市景
観形成地区
を事例として

10Z　森信・荒井：埼玉県八潮市における

景観変遷と住民の景観認識に関する研究

10K　山本・鵤：屋外

彫刻設置事業プロセス

からみた設置空間の

景観特性に関する研究

97　竹田：日本

の彫刻設置事業

モニュメントと

パブリックアート

屋外彫刻設置空間の
視覚的景観特性を明示

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
と
景
観
論

の
接
点
に
つ
い
て
そ
の
可
能
性

を
実
証
的
に
論
述

イメージ・認識
構造の把握

08K　小場・小泉ら：

VR を用いた日本橋中

央通りにおける建物

形態と景観の印象分析

07K　小泉・岸本：
銀座中央通における
建物高さと建物ファ
サードに注目した景
観分析－個性的な街
路景観創出を目的と
した VR を用いた
景観分析 (その 1)－合意形成手法の検討

08K　古賀・鵤ら：景観まち

づくりにおける空間イメージ

共有手法に関する研究

08Z　小泉：『源氏物語』

における庭園植栽から

みた「香り風景」

色彩の調和

09K　伊藤・若山ら：色彩の経時

変化にみる街路景観イメージの考察
09K　小場・岸本：

高層部がセットバック

した超高層建築による

街路景観の印象評価

10K　小林：名

勝的景観「高子

二十境」のイ

メージについて

11K　マンソウリ・松本：

日本とアルジェリアの街

路景観における複雑性の

形態認識に関する研究

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握
11K　和田・岸本：

超高層建築物がおよ

ぼす景観の印象と圧

迫感の距離との関係

地方固有要素の構造解明

12Z　上田・吉田：

観光のまなざしによ

りつくられる北海道の

風景イメージの研究

13D1　白柳・

平野ら：感情

プライミング

効果に着目した

商業地街路

の基本的性格 13T　伊藤・藤木：

街路ネットワークの

複雑性と街路景観の

印象評価の関連性

15D1　白柳・

平野ら：店舗認識

における係留効果 00　平野：街並み

メッセージ論とその

商業地街路への適用

15Z　上田・高橋：

アートプロジェクト

による風景認識の変化

とまちづくりへの参加

意欲に関する事例研究

16K　北本・山田ら：

神戸の震災による環境

変化に対する地域住民

の景観認知について

17Z　小島・服部ら：

吉沢八景選定プロジェ

クトからみる都市近郊

の里地里山地域におけ

る子ども達の景観認識

多面的景観論の提示

08Z　岡田・北川：

テクノスケープ・レ

トリック論としての

プリミティブ形態の

形成景観に関する研究

09de　小松・羽鳥ら：

大衆による風景破壊：

オルテガ「大衆の反逆」

の景観問題への示唆

95　オルテガ：

大衆の反逆

09de　林・樋口ら：佐

賀平野における地域住

民のクリーク景観の捉

え方に関する基礎的研究

14Z　伊藤：

現代における

風景に関する

百選の展開と

選定地の変遷

14K　松井・讃岐ら：

住宅市街地の聴覚的

景観と嗅覚的景観

調査手法における
安定性の検討

09de　下川・武藤ら：

アンサンブル学習法の

河川景観満足度調査

データ解析への応用

10Z　加藤・鵜川：景観

生態学研究における階層

線形モデルの有用性の検討

10Z　福井・山本：囲繞

景観における景観要素抽

出の簡素化手法について

10Zo　大森・

羽生ら：集合知を

利用した景観調

査解析法の開発

10de　石井・高橋：

橋梁設計者の橋梁

認知プロトタイプ

を抽出する認知科学

的実験方法の提案

03　石井：

構造物の視

覚的力学

11K　積田・土田：

音符記号表現によ

る都市のスカイラ

インの数量的分析

11T　髙森・大澤ら：山アテ道

路景観の地域比較分析 - 筑波山

を対象とし Cronfton を用いて -

13Z　塚田・森田ら：

群馬県中学校の校歌を

事例としたテキスト分

析により導かれる山岳

の景観言語の検討

15D1　尾野・星野ら：

都市空間において記憶

された経験を捉える

ための一試論

15Zo　水内・孫ら：写真投影

法と GPS を併用した利用者が

評価する風景の調査手法の構築

16D3　浅田・亀山：
Google ストリート
ビューのパノラマ
画像を用いた広域・
網羅的な地域景観分析

16K　土田・武藤：
歴史的環境の保全に
向けた景観イメージ
形成手法に関する基
礎的研究歴史的環境
を日常的な景として
捉えるための地区境
界部のイメージ分析

テクスチュアの応用

08de　平野・佐藤：表面

テクスチャの図になりやす

さに着目したコンクリート

汚れの視覚的評価

空間構造の把握

09de　小野・興津：

地方城下町・岡山に

おける景観形成の空

間構造に関する研究

イメージ・認識
構造の把握

09de　髙野・佐々木：

風景と場所の同定と

都市空間構造との関

係性に関する研究

10T　佐野・伊藤：

経路探索行動から

みる都市空間把握

の文化的差異 -地

理情報ツールに着

目した実証分析 -

10de　稲永・星野ら：都

市形成における賑わいと

街路網の関係に関する研究

11Z　山田：谷津田沿いの

斜面地における半自然草地

の分布と景観構造および

局所立地条件との対応

11Z　真木・柴：

常栄寺庭園にみる

室町期の景観構成の

特徴に関する研究

12T　大山・羽藤：

街路景観の連続性

を考慮した逐次的

経路選択モデル

12Zo　皆川・林ら：

唾液アミラーゼを

用いた都市公園景観の

ストレス軽減効果の評価

13D1　山口・土屋ら：
京都東山の地形景域の
構造と名勝地の景観ー
開度の概念に基づく
地形的囲繞の評価ー 

15K　大脇・小澤：
スイス・チューリッ
ヒ市建築賞（1947 ～
2011 年）受賞作品に
おける集合住宅の配置・
住棟構成の特徴と都
市景観形成への役割

15K　劉・趙：Axial
 Map を用いた伝統的
建造物保存地区の空間
位相的接続性の分析に

関する研究

15Z　崔・下村ら：

『星山別曲』にみる

物境，情境，意境

概念に着目した

息影亭の景観構造

16D1　阿久井・嘉名ら：
大阪第一次都市計画
事業の橋梁意匠にみる
橋梁付属物と市街地に
おける時空間的展開

眺望を確保
した計画づくり
16K　藤原・佐藤ら：

現代日本の別荘における

海に臨む室の眺望と通風

16K　市原・駒田：フィ
ラデルフィアの街路の
構成と空間の多様性

アメリカ東部都市のロウ
ハウスにおける都市
景観形成の研究（1）

16K　加祷・後藤ら：繁華街の
街路景観における屋外広告物に
準ずる広告物の掲出実態と空間
特性－銀座繁華街のファサードに
表出する広告物の現況調査から－

16T　田中・菅野ら：近世城下
町における伝統的水系構造と景
観構成との関係に関する研究
- 山形県鶴岡市を対象として -

16Z　那須・

樊ら：20 世紀

前半の絵葉書

にみる大堰川

周辺域の

景観構成

構造物力動性認知
モデルに基づく個人の
橋梁プロトタイプの
特定方法を構築

オルテガの「大衆の
反逆」を基にして構成
された個人の大衆性
尺度を引用

成果を参考

VRシステムを用いて
被験者実験を実行 歴史的名所の

景観特性の把握

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握

17Z　大竹・山本ら：絵画

にみる三保松原と富士山

との関係の変遷と現代の

風景認識に関する研究

変遷景観の特性把握

09K　麻生・増原ら：

農村集落における

空間構成の変遷と

景観保全の課題

評価軸の検討と
方法論の確立

10Z　上原：森林セラピー

ロードにおける森林散策路

の景観評価と心理面におけ

る森林浴効果との関連性

合意形成手法の検討

12K　古市・小林ら：街

並み景観データベースを

活用した歴史的街並み再

生の方法論に関する研究

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握

09Z　井口・沈ら：緑化

アトリウム内の景観イ

メージ評価に関する研究

16D1　平野・渡邊ら：

街路認識における

物理的要素と人の関係

景観構成要素と
全体評価との
関連性の把握

15K　宗本・山田：
自己組織化マップ
による空間要素の
可視化分析を用い
た通りの印象評価
推定法に関する研究

文化的景観の保存

16T　宮脇・鎌田：

古写真を用いた歴

史的景観の観察方

法に関する研究

評価軸の検討と
方法論の確立

成
果
を

参
考

産業施設
の景観と
して圧迫
感等の
実態及び
産業振興
に関する
施策と
あわせて
論考

11K　國居・工藤：

地場材料玄武岩に

着目した集落景観

構成に関する一考察

農業に
関わる
加工や
流通産
業を対象化
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江戸の都市景観を再現する成果25)によってCG（Computer 

Graphics）の有効性を例証した研究がみられる（図-5）．  

c) 景観変容と評価手法の検討 

 史的考察を中心とした［変遷景観の特性把握］研究は

14編抽出され，神楽坂花街の町並み景観 26)，京都鴨川納

涼場 27)について明らかにしたもの等がみられる（図-5）．

一方で近代以前を対象とせず，1960年代の福岡市の都市

戦略について論じた研究も行われている 28)．同様に歴史

研究の視点をもつ［設計・計画思想史の解明］は 31 編

抽出され，6編であった 98～07年に比べて大幅に増加し

ている（図-5）．ここでは国立公園行政における多島海

景観としての松島の評価を文献調査より考察 29)したもの

や近世竹田における城下町設計の論理 30)について明らか

にした研究が見受けられる．また比較的に関西地域の事

例が研究対象として多く取りあげられているなか，その

後の道路計画に影響を及ぼした戦前期大阪の公園道路網

計画 31)や大正期の琵琶湖南部における景勝地の保護 32)に

ついて論じた研究がみられる．一方 98～07 年には抽出

されなかった［植生景観の史的解明］研究が 8編，主に

造園分野において発表されている（図-5）．また［変動

要因の影響把握］を視点とした研究も 10 編みられ，景

観構造の変動によって与えられる気温への影響を検証し

たもの 33)などが見受けられる（図-6）． 

 一方［評価軸の検討と方法論の確立］研究が 27 編，

［属性による評価への影響把握］研究も 12 編抽出され

（図-6），98～07 年に比べてやや論文数の減少が把握さ

れる．評価軸の検討に関しては，既に建替えが完了した

団地の民間分譲敷地において，継承すべき景観の種類や

継承時の留意点を明らかにした研究 34)や都市内高架橋の

事後景観評価手法 35)や構造物の景観評価における「文脈

効果」36)の影響に着目したものが見られる．また［属性

による評価への影響把握］は比較的造園学分野での成果

が多く見受けられ，茶園景観に対する日中の来訪者認識

の違い 37)やグリーンツーリズムへの展開 38)など，観光を

意識した研究が行われている（図-6）． 

d) 景観設計に資する方法論の記録と視覚的景観論 

 98～07 年では 20 編抽出されていた［有効なデザイン

手法の提示］研究は，今期 15 編抽出され，歴史的ボー

ストリングトラスを転用したりんどう橋 39)や橋梁用防護

柵 40)といった土木構造物に関わる成果が見受けられる．

一方でこれら有効なデザイン手法の提示研究は 2010 年

以降の 8年間では 3編にとどまっている現状が見て取れ

る（図-6）．一方 98～07 年では 12 編見られた［シーク

エンス景観特性の把握］研究は今期も 19 編抽出され，

継続的な知見の蓄積として，特に造園分野において盛ん

に発表されている．傾向としてフラクタル解析による景

観分析 41)が散見されるなか，研究のほとんどが景観画像

を用いた分析アプローチを採用している（図-6）．また

［視覚認知特性の解明］，［視覚的効果・影響の測定］

は 98～07 年と同程度数の研究が行われており，［眺望

を確保した計画づくり］の抽出数は 8 編から 19 編に増

加している．一方，［歴史的名所の景観特性の把握］研

究も散見され，信仰地としての三輪山の景観 42)や十返舎

一九「金草鞋」の読み取り調査から鎌倉観光を論じた研

究 43)などがみられる（図-7）．また［景観構成要素と全

体評価との関連性の把握］も継続的に行われており，

［地方固有要素の構造解明］研究として，洪水対策に用

いられてきた地場材料の玄武岩に着目した集落景観構成

とその変容を明らかにしたもの 44)や地域資産と住民のア

イデンティティ形成に着目した研究 45)などが見受けられ

る（図-8）．また研究数は少ないものの 98 年～07 年で

は見られなかった［日常スケールでの計画づくり］研究

が 2編抽出され，［原風景・心象風景の把握・応用］や

［色彩の調和］研究も散見される（図-8）． 

e) 景観に対する認識ならびに多面的評価とその手法論 

 上記視覚的景観論から心的な景観評価への影響を論じ

た［イメージ・認識構造の把握］研究がこの 10 年にお

いても多数行われている（図-9）．従来の研究と同様に

景観イメージ画像を用いた評価実験に対する定量的分析

が特に建築分野で多くみられる一方で，感情プライミン

グ効果に着目した商業地街路の認知を明らかにした研究

などが土木分野において論じられている 46)．さらにテキ

ストマイニングによる分析 47)も散見され，都市空間にお

いて記憶された経験に着目し，その特性を論じた研究等

も見受けられる 48)．さらに景観解釈の多面性や可能性を

論じた［多面的景観論の提示］研究も見受けられ，政治

哲学の理論から景観問題に及ぼす意識的影響について論

考したもの 49)や森林散策路における心理面の評価と空間

評価との関係性を分析したものがみられる 50)（図-9）．

さらに地域産業施設の建築規模と植栽の実態を明らかに

し，景観施策のあり方について論じたもの 51)もみられ，

人工構造物によって形成される「テクノスケープ」の意

味論的考察から，産業景観に対する実態的な研究アプロ

ーチへの展開が看取された． 

 最後に景観を把握・分析する手法の精度や有効性を検

証する［調査手法における安定性の検討］研究が継続的

に行われており，13 編抽出された 98～07 年と比べて 22

編と増加している．ここではプローブパーソンデータを

用いながら街路景観の連続性によって与えられる回遊行

動への影響を論じた研究 52)や，Axial Mapを用いた街路空

間の接続性について分析した研究 53)等が見受けられる．

一方， 98～07 年では見られなかった［テクスチュアの

応用］研究が 1編抽出され，コンクリート構造物の汚れ

に対する視覚的評価がなされている 54)． 
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4. 景観研究の動向と今後の課題について 

  

(1) 自然的・文化的風景を巡る保全論の再提起 

先行研究 1)より景観研究が行われ始めた揺籃期から初

動期にかけては，公害問題に揺れる社会情勢と政策的ニ

ーズも相まって，自然環境保全の研究対象として景観が

論じられていたことは既に明らかとなっている．一方

08～17 年の特徴的な研究動向として，[景観素材・資源

の管理利用]や 98～07 年には抽出されなかった［植生景

観の史的解明］研究の増加，ならびに新たな視点として

[文化的景観の保存]研究が多数見受けられた．文化庁に

よると 2018年 2月時点の重要文化的景観は 61件，その

うち 54件（約 89%）が本研究対象期間の 08～17年に選

定されており 55)，そうした政策的活発化が上記研究活動

の促進に繋がったものと考えられる．前述した初動期ま

での議論と近似し，荒廃の深刻な自然的かつ文化的風景

の保全と我々の生活を支える社会基盤施設整備との調和

に向けて景観研究の成果がいかに貢献できるか，今後の

研究課題として再提起されているものと推察される． 

 

(2) 防災と景観を両立させる思想論・方法論の検討 

一方で［地方固有要素の構造解明］や［事業効果の把

握］研究において，防災施設に対する地場材料や自然素

材等の積極的活用に関わる論考が散見された．2015年度

に閣議決定された国土形成計画，第4次社会資本整備重

点計画においても「グリーンインフラ」の推進が盛り込

まれ，現在その政策的有用性が盛んに検証されている．

震災や近年多発する豪雨，台風被害を受け，復旧・復興

事業のあり方，ならびに防災政策における自然の活用可

能性が今後もますます重要なテーマとなるだろう．震災

後の既に完成している施設の評価を含め，人々の暮らし

を守る防災事業と景観的魅力の保持をどのように両立さ

せていくか，自然や地場材料を活かすことへの思想的論

考や具体的な方法論，事業の成果等について整理される

必要がある.  

 

(3) 質向上の制度推進に有効なデザイン手法の提示 

さらに景観研究の全体傾向として 2010 年をピークに

研究数の減少が把握され，特にこれまで一定の論文数と

成果が出され続けてきた［有効なデザイン手法の提示］

研究が減少している傾向が看取された．98～07年の動向

を含め，2009年以前は土木学会における該当研究数が最

も多かったのに対し，同学会デザイン賞においても2011

～17年までの平均応募作品数は 14.4件と，それ以前の 7

年間の平均 25.3件に比べて少なくなっている 56)．一方，

土木学会は 2018 年に土木施設や公共空間のデザインの

質向上を図るため，それらの設計に「デザインコンペ方

式」を導入するための指針「土木設計競技ガイドライン」

を出版している．今後は土木デザインの競争力強化を見

据えた研究成果の蓄積が課題として挙げられよう．特に

これまでの事例を中心とした具体的な構造物のデザイン

評価はもとより，そうしたデザインを可能にさせた制度

や設計前に貢献した調査方法上の工夫点等についても知

見の蓄積が求められる．また受賞等の実績を持つ優れた

事例の総括的な報告だけでなく，一般的なデザイン事例

であっても評価すべき部分，改善点を論考あるいは提案

する研究の意義についても考えていく必要があるだろう． 
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A TREND OF LANDSCAPE RESEARCH FROM GENEALOGY BY THE PURPOSE 
—AS A TARGET FROM 2008 TO 2017— 

 

Hisashi SHIBATA, Katsuhiro SAITO and Ryutaro IKEDA 
 

The purpose of this article is to clarify a trend of the issue in landscape researches. We did the review of 
landscape researches from 2008 to 2017 and showed genealogy by the purpose. Using these data as a basis, 
it attempts to grasp their trends and show a perspective for the coming studies. Major findings include the 
followings: 1) We grasped that 484 landscape articles were published in the ten years. 2) 35 issues and 
genealogies were clarified as the trend of landscape research. 3) It pointed out the future issues of landscape 
researches that 1) The rethinking conservation for natural and cultural landscapes, 2) Thoughtful and 
methodological considerations to balance disaster prevention and landscape, and 3) Design method 
effective for the system to improve the quality of civil engineering structures. 
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